
別途様式

交通事故防止の工夫

安全施設・仮設備の配慮
安全教育・講習会・パトロールの工夫
作業環境の改善

災害等での臨機の処置
施工状況（条件）の変化への対応

施工に伴う機械、器具、工具、装置類
二次製品、代替製品の利用

埋設物等の地中内の作業障害物　
鉄道・供用中の道路・建築物等の近接施工
騒音・振動・水質汚濁等環境対策
作業スペース制約・現道上の交通規制　
廃棄物処理

□安全衛生関係

気象現象の影響
地滑り、急流河川、潮流等、動植物等

特殊な工種及び工法
新工法（機器類を含む）及び新材料の運用

湧水、地下水の影響　
軟弱地盤、支持地盤の状況
制約の厳しい工事用道路・作業スペース等

□準備・後片付け

□施工関係

□品質関係 鉄筋腐食防止の工夫

仮設計画の工夫
施工管理、品質管理の工夫

施工方法の工夫
施工環境の改善

地域社会や住民に
対する貢献

1.該当する項目の□に∨マーク記入
2.具体的内容の説明として、写真・ポンチ絵等を説明資料に整理。

□地域への貢献等

地域住民とのコミュニケーション　
ボランティアの実施

□社会性等

現場環境の地域への調和
地域の自然環境保全、動植物の保護

□高度技術

工事全体を通じて他
の類似工事に比べ
て、特異な技術力

□創意工夫

｢高度技術で評価す
るほどでない軽微な
工夫｣

工 事 名

項 目

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況

ミタニ建設工業株式会社請負者名平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

評 価 内 容 備 考

□施工概要

□現場での対応

□周辺環境等、社会条件

□自然・地盤条件

□構造物固有

□技術固有

複雑な形状の構造物
既設構造物の補強、特殊な撤去工事

□施工管理関係

□その他

レ

レレ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ



□

□

□

□

□

□

□ 1

□

□ 3

□ 2

□

□

□

□

□

□

□

□

□ 4

□

□ 5

□

□

□ 6

□

□

厳しい自然
地盤条件への
対応

構造物固有の
難しさへの対応

技術固有の
難しさへの対応

　６．工種及び工法の特殊性

　７．新工法及び新材料の適用

　８．その他

　９．湧水の発生、地下水の影響　

　10.軟弱地盤、支持地盤の状況

　11.厳しい制約条件下等、工事用道路・作業スペース等の規制

厳しい
周辺環境等
社会条件への
対応

工 事 名

項 目

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況

請負者名

□高度技術

工事全体を通じて
他の類似工事に
比べて、
特異な技術力

　12.気象現象の影響

　14.その他

技 術 力 キ ー ワ ー ド

1.該当する項目の□に∨マーク記入
2.具体的内容の説明として、写真・ポンチ絵等を説明資料に整理。

　能力としての評価事項

施工現場での対応

そ　の　他
  26.その他、施工及び工法等の優れた技術力及び

　24.施工条件の変化に対応した施工・工法等の提案、対応

  21.騒音・振動・水質汚濁以外の環境対策、廃棄物処理等　

　15.地中埋設物等の地中内の作業障害物

  16.鉄道・供用中の道路・建築物等の近接施工

  17.周辺住民等に対する騒音・振動の配慮

  18.周辺水域環境に対する水質汚濁の配慮

  20.現道上での交通規制及びその処理に伴う作業　

  19.搬入路・工事用道路の制約、作業スペース制約

　５．その他

  22.その他

　23.災害等での臨機の処置

  25.その他

実施内容

ミタニ建設工業株式会社平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

　13.地滑り、急流河川、潮流等、動植物等

　１．対象構造物の規模

　２．その他

評価内容

施工規模の
大きさへの対応

　３．対象構造物の複雑さ

　４．既設構造物の補強、撤去等特殊な工事

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ



□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□ 7.8

□ 9

□ 13

□ 11.14～17

□

□ 12

□ 10

□

□

□

□ 18

□

□

□ 19

□

□ 20

□ 21

□

□

□ 27

□ 22.23

□ 24.25.26

□

  39.ボランティアの実施

  40.その他(                                                                   )

□社会性等地
域社会や住民
に対する貢献

地域への貢献
等

  36.地域の自然環境保全、動植物の保護

  37.現場環境の地域への調和

  38.地域住民とのコミュニケーション

  33.その他(事業損失防止(振動調査))

  34.その他(周辺環境への配慮(騒音、防塵等))

  35.その他(                                                                   )

安全衛生関係

その他

施工管理関係

  29.施工計画書及び写真管理等の工夫

  30.出来形、品質等の計測・集計・管理図等の工夫

  31.CAD、施工管理ソフト・システム等の活用

  32.その他

  25.作業環境が厳しい現場での環境改善等の工夫

  26.ゴミの減量化、アイドリングストップ等の環境への工夫

  27.その他(                                                                   )

  28.盛土の締固、場所打杭や既製杭の施工高さ等の工夫

　20.安全仮設備等の工夫

　21.安全教育、講習会、パトロール、安全帯使用等に関する工夫

  13.その他(                                                                    )

　15.土工・設備・電気関係の工夫

  16.コンクリート打設関係の工夫

  17.鉄筋・ＰＣケーブル・二次製品等の使用材料の工夫

  18.配筋、溶接作業等に関係する工夫

  19.その他( 鉄筋腐食防止の工夫)

評価内容

準        備
後片付け関係

創意工夫キーワード

品質関係

　10.運搬車両・施工機械等の工夫

　11.支保工、型枠、足場、山留め等の仮設関係の工夫

　１．測量・位置出しにおける工夫

  ２.その他(                                                                    )

　６．施工方法の工夫

　７．設備、電気工事での工夫

　８．給排水・衛生設備工事等の工夫

　９．仮排水、仮設道、迂回路等の計画施工の工夫

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況

請負者名

□創意工夫

　12.施工管理及び品質向上等の工夫

｢高度技術で
評価する
ほどでない
軽微な工夫｣

  22.事務所、寄宿舎等の住居空間及び設備等の工夫

  23.有毒ガス、可燃ガスの処理、粉塵防止策、換気等の工夫

  24.共用中の道路等の事故防止、一般交通確保等のための工夫

　３．施工に伴う機械、器具、工具装置類・据付け後の運転調整

　４．二次製品の利用等、代替材の適用と工夫

実施内容

ミタニ建設工業株式会社平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

2.具体的内容の説明として、写真・ポンチ絵等を説明資料に整理。

工 事 名

項 目

　14.集計ソフト等の活用と工夫

1.該当する項目の□に∨マーク記入

　５．施工関係の工夫

施工関係

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ



番号 項 目 評 価 内 容 提 案 内 容

1 高 度 技 術 技 術 固 有 コンクリートの品質向上(収縮低減材・養生管理)

2 〃 自然・地盤条件
床掘り(軟弱地盤帯)に伴う地盤改良・土留の設置、
法面防護により作業の安全性を確保

3 〃 〃 床掘り時の湧水処理(暗渠排水)

4 〃
周 辺 環 境 等
社 会 条 件

場内を縦横断した現道の通行規制(通行止め・解放)と
安全対策と第三者への配慮・障害物の養生

5 〃 〃
場所打杭施工時おける隣接道路・隣接田畑への影響を
最小限に抑えた仮囲いの設置

6 〃 現場での対応 P1場所打杭　掘進不能発生後の試験施工による調査・対応

7 創 意 工 夫 品 質 管 理 場所打杭施工における、籠鉄筋座屈発生予防処置

8 〃 〃
躯体工鉄筋組立に伴う、安定性・施工性を考慮した
組立筋の設置

9 〃 〃 鉄筋の腐食防止に防錆剤を使用

10 〃 安全衛生関係 現道近接作業における通行者へ注意喚起の為の回転灯設置

11 〃 〃 作業管理体制(指揮系統の識別)の向上と周知

12 〃 〃 作業通路、ヤードに砕石(単粒)敷設による作業環境の改善

13 〃 〃 枠組足場H=1900枠使用による足場内通行性の改善

14 〃 〃 音声標識による安全意識の喚起

15 〃 〃 足場チェックリストを用いた点検(第三者機関)

16 〃 〃 安全教育訓練実施内容の工夫

17 〃 〃 ヒヤリハット体験報告会の定期実施

18 〃 施工管理関係 場所打杭杭頭処理の工夫

19 〃 〃 工事情報共有システムの積極的な活用

20 〃 その他
振動測定による、発生する振動の把握と
作業手順改善による抑制

21 〃 〃 仮設動力引き込みによる騒音発生の抑制

22 〃 地域への貢献等 地域住民へのコミニュケーション(着手前の挨拶等）

23 〃 〃 不破八幡祭開催時において仮設駐車場として開放

24 〃 〃 台風23号災害復旧支援活動の実施

25 〃 〃 現場周辺の排水路清掃

26 〃 〃 部落畑の造成

27 〃 〃 ゴールデンウィーク休暇期間中の鯉のぼりの設置

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況



コンクリート表面に高性能収縮低減材を散布し、コンクリートの品質向上に努めました。

散布する、ひび割れ低減材を使用し、外気温度・養生温度・コンクリート温度を追跡測定し

湿潤・給熱・季節風対策を実施すると共に型枠解体も工程上問題のない限り遅らし、脱型後も

別　紙　資　料　参　照

工　事　名

技術固有項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

　当工事は重要構造物の施工であり、構造的にも大型であるため、コンクリートの品質向上目的として

生コンクリートへ撹拌する繊維質のひび割れ低減材・打設面に使用するネット・型枠脱型後

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

１

コンクリートの品質向上(ひび割れ低減材使用及び追跡温度管理による養生)

高度技術 評価内容

（ 説　明 ）



























































　当初設計の、オープン掘削の施工では、地盤が軟弱で一部湧水等がある又一部市道に

隣接しており、降雨時等において掘削法面の崩壊が考えられる為、土留柵の設置及び

法面防護により掘削法面の安定を図ることにより、隣接田畑・市道への影響を抑えると共に

作業の安全確保及び作業スペースを確保することが出来た。

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

２

 床掘に伴う土留の設置による、作業の安全確保及び作業スペースの確保

高度技術 評価内容

（ 説　明 ）

工　事　名

自然、地盤条件項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

別　紙　資　料　参　照































　床掘り時に伴う湧水を、床付け下面に集水暗渠を設け湧水を釜場に導くことにより

作業床をドライとし、また水替え排水の濁水防止することが出来ました。

　

別　紙　資　料　参　照

工　事　名

自然、地盤条件項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

３

　　床掘り時の湧水処理

高度技術 評価内容

（ 説　明 ）









　現場内を縦横断した市道を地元に協力をいただき、通行止めとし施工を行いましたが

施工期間中において工事施工に影響のない範囲で、場内及び現道を安全に通行出来る

状態として解放し、又工事用車両通行による現道の保護(埋設管有り)とし鉄板を敷き

上空架線に注意換気表示を設置し工事よる損傷を抑えると共に、第三者の視線に立った

見通しの悪い箇所にカーブミラーを設置し、一般者通行の安全性と施工の安全性を

配慮(通行止め迂回ルートの縮小)する事により双方を両立する事ができました。

別　紙　資　料　参　照

工　事　名

周辺環境等、社会条件項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

４

　　場内を縦横断した現道の通行規制に伴う地元への配慮

高度技術 評価内容

（ 説　明 ）













威圧感を抑えるために、枠組足場及び単管にて仮囲い目隠し柵を設置しました

　場所打杭の掘削作業において、県道及び畑が隣接しており、又季節風の強い時期でも

あるため、通行者及び耕作者に対して掘削土の飛散及び大型重機作業による

別　紙　資　料　参　照

工　事　名

周辺環境等、社会条件項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

また、用地境界ラインに土のう積みを行い泥水等の流出を防止しました。

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

５

　　　近接作業における周辺への環境対策

高度技術 評価内容

（ 説　明 ）







自社なりに試験施工(11/17～11/27)を行い検討し結果

施工を再開出来る運びとなりました。

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

６

　　　P1場所打杭　固結砂層による施工不能に対する試験施工の実施

高度技術 評価内容

（ 説　明 ）

工　事　名

現場での対応項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

P1場所打杭施工において、固結砂層によりケーシング圧入不能となり施工検討となり

工事の(一部)一時中止期間中において、主任監督員の承諾のうえ

別　紙　資　料　参　照













































































　場所打杭施工において、ケーシング引抜き時に発生の恐れがある、籠鉄筋の座屈予防処置とし

事前に、組立図[承諾]を作成し、鉄板(フラットバー50-6)を設置補強する事により座掘の発生

もなく、安全に規格値内に収めることが出来た。

別　紙　資　料　参　照

工　事　名

品質管理項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

７

　場所打杭施工における、籠鉄筋座屈発生予防処置

創　意　工　夫 評価内容

（ 説　明 ）









型枠組立、生コン打設時による上筋の沈下もなく所定のカブリ厚を保持できた。

別　紙　資　料　参　照

工　事　名

品質管理項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

　躯体工底版の鉄筋組立において、上面組立の際、上筋を支持する鉄筋がない為、

同等品D25により組立筋を製作し上面の鉄筋を安定させ組立可能とし、施工効率の向上と

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

８

　躯体工(底版)鉄筋組立に伴う組立筋の設置

創　意　工　夫 評価内容

（ 説　明 ）











高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

９

 その他 (鉄筋の腐食防止に防錆剤を使用)

創　意　工　夫 評価内容

（ 説　明 ）

工　事　名

品質管理項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

鉄筋の腐食防止は従来、ブルーシート等で被い養生していましたが、強風時及び降雨後の

管理を考慮し、コストは上がりますが防錆防止剤を使用し、腐食を最小限に抑え

別　紙　資　料　参　照

良い状態でコンクリートを打設することができました。







一般者へ注意を促しました。

別　紙　資　料　参　照

工　事　名

安全衛生関係項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

　当工事場所は県道及び市道への近接作業となる為、通行者への注意を喚起させるために

P１付近工事車輌出入り口に回転灯及びカーブミラーを設置し、現道を通行する

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

１０

　現道近接作業における通行者への注意喚起の回転灯設置

創　意　工　夫 評価内容

（ 説　明 ）





合図・誘導等が明確化され安全な作業ができ、また各職種も自主性と意識向上

　工事施工における、各施工班の作業の役割分担を作業員間及び関連職種が

一目で指揮系統を把握できるよう、帽章にて識別することにより　作業の指揮・

別　紙　資　料　参　照

工　事　名

安全衛生関係項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

に導く事ができた。

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

１１

　　　作業管理体制(作業指揮系統の識別)の向上と周知

創　意　工　夫 評価内容

（ 説　明 ）



帽 章







強風等による砂ホコリの発生を抑えました。

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

１２

　　粉塵防止策(作業通路・施工ヤードの環境整備)

創　意　工　夫 評価内容

（ 説　明 ）

工　事　名

安全衛生関係項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

　作業通路・施工ヤードに敷砂利(40～20)を施すことにより

降雨時等における地盤の軟弱化防止・車両等にドロの持出しの防止

別　紙　資　料　参　照









又、H=1900枠を使用することによる筋交下方の開口部が大きくなるのを

　日本人の平均身長も年々大きくなっており、従来の足場(H=1700)ではヘルメットを

よく ぶつける事があるため、通行性を考慮しH=1900の枠組を使用しました

別　紙　資　料　参　照

工　事　名

安全衛生関係項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

手摺りを設置することにより、問題を解消しました。

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

１３

　　枠組足場作業性の改善

創　意　工　夫 評価内容

（ 説　明 ）









注意喚起を促し又、作業員への安全意識向上へ導きました。

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

１４

　　　音声付き安全標識による安全意識の喚起

創　意　工　夫 評価内容

（ 説　明 ）

工　事　名

安全衛生関係項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

　当工事においては、足場上での高所作業が主体となるため

墜落・転落災害を防止する目的とし、足場へ入場する者に対し、音声による

別　紙　資　料　参　照





点検を受ける事により、作業環境の改善を図りました。

　当工事においては、足場上での高所作業が主体となり

作業員の作業環境及び不安全状態を排除する為、第三者機関からの目で

別　紙　資　料　参　照

工　事　名

安全衛生関係項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

１５

　　　足場チェックリストを用いた点検の実施

創　意　工　夫 評価内容

（ 説　明 ）

















効果が乏しかった傾向だったので、当作業所では月２回・(各２時間程度)計４時間以上として

要となるポイトを絞った実務的訓練を実施することにより、実践的な訓練を行う事により

効果を即日確認できる手法としました。

　

　安全教育訓練の実施において従来では、月１回に半日の時間をかけて実施していましたが

教育を受ける立場から立って見ると、長時間にわたるビデオやテキストの朗読では、教育訓練としての

別　紙　資　料　参　照

工　事　名

安全衛生関係項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

実施する事により受講者の集中力の低下を抑えると共に、現作業及び次作業の中での

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

１６

　　安全教育訓練実施の工夫

創　意　工　夫 評価内容

（ 説　明 ）

















定期的に体験報告会を実施することにより、各自のヒヤリハットの要因を分析して

日々の安全サイクル活動を見直しを行い作業場内の不安全状態・不安全行動を排除しました

又、全員が体験報告を行う事により、安全意識の向上へと導く事ができました。

　

どのような心身状態であったか調査し、又全体的な傾向を集約(月別・累計)し

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

１７

　　ヒヤリハット体験報告会の定期的な実施

創　意　工　夫 評価内容

（ 説　明 ）

工　事　名

安全衛生関係項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

　ほとんどの事故にはヒューマンエラーが関わっており

どんなに優れた人間でも必ず失敗を犯す、人間の本能・性質であるため

別　紙　資　料　参　照

















鉄筋籠組立段階において、定着長及び埋込み長を考慮した鉄筋籠を加工し施工する事により

適正に杭頭処理を行うことが出来ました。

施工時における鉄筋高さの管理面を低減させ、又コンクリート鉄筋縁切材使用により

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

１８

　場所打杭杭頭処理(鉄筋天端高さ管理・コンクリート鉄筋縁切り)

創　意　工　夫 評価内容

（ 説　明 ）

工　事　名

施工管理関係項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

場所打杭の杭頭鉄筋仕上がり高の適用範囲が０～５８mmしかないので、実施工においては

鉄筋の仕上がり高さをミリ単位で管理するのは非常に困難とされるため

別　紙　資　料　参　照



場所打杭の杭頭鉄筋高さ管理

場所打杭の杭頭コンクリート鉄筋縁切り

埋込補強フープ１本追加

底版鉄筋と干渉(余裕５８mm)
加工時に１５０mm延ばす

コンクリート縁切処理後切断

▽



施工方法
1 　鉄筋籠加工組立後、杭頭処理部に縁切り材を設置する。(1m程度でジョイントを設け２段分割出来るようにしておく、
鉄筋との隙間にコンクリートが入らないように先端部は折り曲げる)
2 　コンクリート縁切りは、削岩機・セリ矢で縁切りを行い、大型クレーンで引き上げ人力で整形を行う。
(クレーンの能力を考慮し、1m程度で２分割し引き上げる)

縁切り材(パイプカバー流用)鉄筋径より１ランク大きい径を使用

１m程度で継ぎ手を設ける

生コンが入らないように折り返す



　工事受注時より、工事情報共有システムの活用に積極的に取り組みました。

別　紙　資　料　参　照

工　事　名

施工管理関係項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

１９

　　工事情報共有システム・電子納品システムの活用

創　意　工　夫 評価内容

（ 説　明 ）



　場所打杭施工時における、振動を測定し作業における振動発生源を把握することにより

振動発生値が大きくなる作業・方法を改善し、全体的な振動の抑制を行いました。

別　紙　資　料　参　照

工　事　名

その他項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

２０

　　事業損失防止(振動測定による発生の抑制)

創　意　工　夫 評価内容

（ 説　明 ）











施工する事により騒音の発生を抑え、また仮設水道により防塵対策及び清掃を行い

　工事に隣接し家屋があり、場内での鉄筋加工・水替え等の動力が必要となりますが

常時的な騒音発生による地域住民への影響が懸念される為、仮設動力を引き込み

別　紙　資　料　参　照

工　事　名

その他項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

環境整備を行いました。

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

２１

   施工に伴う機械環境(動力・水道)引き込みによる騒音の抑制及び環境改善

創　意　工　夫 評価内容

（ 説　明 ）











工事案内書配布

モラル向上となる指導を行うことによる、地域住民との円滑化を図りました。

又、工事用車両に工事名ワッペンを取り付け地元方々に識別でき、工事関係車両の

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

２２

　　　地域住民とのコミニュケーション

社　会　性　等 評価内容

（ 説　明 ）

工　事　名

地域への貢献等項　　　　目

(添付図)

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

　工事着手前において、地元(不破地区)への工事案内書(御協力願い)を配布し、

看板類の設置においては、通行者の視距の妨げとならないよう配慮しました。

別　紙　資　料　参　照



ミ タ ニ 建 設 工 業 株 式 会 社
平成１６年度　新四万十川橋下部第１工事

現場代理人　　土　居　未　和
幡多総括事務所長　宮 下 隆 夫

　　不破地区住民の皆様方へ

　　　この度、国土交通省発注の平成１６年度新四万十川橋下部第１工事を受注し施工する運びとなりました。

　　工事内容としましては、新四万十川橋の一部で県道北側の橋梁下部２基の工事です。

　　工事箇所は、不破八幡宮の南東(300m程下流)で県道と観音様の間に位置し、工事用車両の通行においても

　　県道を使用させて頂くようになり、不破地域の方々並びに一般通行者の皆さまに御不便をおかけする場合が

　　あろうかと存じますが、工事期間中は、地域住民の方々の安全を最優先に考えまして細心の注意を払いながら、

　　工事を行いますので、何卒 御協力の程よろしくお願い申し上げます。

工事作業予定期間
１日予定作業時間帯 AM 8:00～PM 5:00

工事工程表
９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

準備仮設工

杭基礎工
橋 台 工
橋 脚 工
後片付け

工事位置図

　工事に関する苦情・御質問・御要望等、ございましたら下記の所まで御遠慮なく

御連絡下さい、　直ちに対応させて頂きますので、よろしくお願い致します。

連絡先 ミタニ建設工業（株）四万十作業所
現場事務所　　TEL　３４－１３５２
担　当　者

不　破　地　区　　住　民　各　位

「平成１6年度　新四万十川橋下部第１工事について」

大 﨑 真 補

平成16年9月10日 平成17年3月25日

平 成 16 年 9 月 1 日

～

至　古津賀

N
現場事務所

工事箇所

県道340号

不破八幡宮

一般国道56号線

A1橋台

至　具同

観音様

進入路

P1橋脚

別途新四万十川橋下部第２工事

P2橋脚

P3橋脚

新四万十川橋下部第1工事







を地元駐車場として解放

　不破八幡祭開催時において、工事施工ヤードを仮設駐車場として開放し地域住民との

円滑化を図った。

別　紙　資　料　参　照

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

地域への貢献等項　　　　目

(添付図)

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

２３

　　　地域住民とのコミニュケーション

社　会　性　等 評価内容

（ 説　明 ）

工　事　名





台風23号災害復旧支援活動の実施

　台風23号の通過に伴い、路面の冠水後の路面清掃及び流木等の撤去処理を積極的に実施し、

地域住民との円滑化を図った。

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

２４

　　　地域住民とのコミニュケーション

社　会　性　等 評価内容

（ 説　明 ）

工　事　名

別　紙　資　料　参　照

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

地域への貢献等項　　　　目

(添付図)

















周辺の排水路清掃

　現場周辺は農作物等の畑が隣接している為、定期的に排水路の清掃を実施し

農耕者とのコミュニケーションを図り工事を円滑にした。

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

２５

　　　地域住民とのコミニュケーション

社　会　性　等 評価内容

（ 説　明 ）

工　事　名

別　紙　資　料　参　照

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

地域への貢献等項　　　　目

(添付図)







不破部落所有の畑嵩上げ造成

　部落の要望により、畑の嵩上げ盛土を行い水はけの良い畑を造成し

不破地区とのコミュニケーションを図りました。

別　紙　資　料　参　照

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事

地域への貢献等項　　　　目

(添付図)

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

２６

　　　地域住民とのコミニュケーション

社　会　性　等 評価内容

（ 説　明 ）

工　事　名











鯉のぼりの設置

　ゴールデンウィーク休暇体期間中　4/30～5/5間　P1橋脚よりクレーンを使用し

現場関係者より、不要となった鯉のぼりを持ち寄り現場内に掲げました。

高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

提案内容

　　　説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。

２７

　　　現場環境の地域への調和

社　会　性　等 評価内容

（ 説　明 ）

工　事　名

別　紙　資　料　参　照

平成１6年度　新四万十川橋下部第1工事
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